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Ⅰ．趣旨 

 当社は、業務規程の一部改正を行い、2026年 12月 15日から施行します（詳細に

ついては、規則改正新旧対照表を御覧ください。）。 

 今回の改正は、国債証券先物取引に係る取引最終日から受渡決済期日までの期間

の短縮に伴い、所要の対応を行うものです。 

 

Ⅱ．改正概要 （備考） 

 国債証券先物取引の現物先物取引について、取引最終日

から受渡決済期日までの期間を短縮し、最初に受渡決済

期日が到来する限月取引の取引最終日を、当該受渡決済

期日の４日前（休業日を除外します。）の日に終了する取

引日とします。 

 業務規程第４条の

４第４項 

  

Ⅲ．施行日 

 2026年 12月 15日から施行します。ただし、売買システムの稼働に支障が生

じた場合その他やむを得ない事由により、2026年 12月 15日に施行すること

が適当でないと当社が認める場合には、当該日以後の当社が定める日から施行

することとします。 

 

以 上 

 


